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研究成果の概要（和文）：本研究の研究課題は「ネットワ－ク効果と流通におけるチャネル間競争」である。本
研究で焦点を当てているテーマは（１）「ネットワ－ク財におけるチャネルの効率的運営」と（２）「ネットワ
－ク財におけるチャネル間の競争と規制」である。（１）についての研究成果は、英文ジャーナルの[1], [5], 
[10], [11], [13], [14], [15], [16]がある。一方、チャネルの効率的運営の観点についての論文も英文ジャー
ナルの[2], [3], [4], [6], [12]と和文ジャーナルの[1]がある。また、（２）についての研究成果は、英文ジ
ャーナルの[7], [8], [9]がある。

研究成果の概要（英文）：The research topic of this study is "Network Effects and Channel Competition
 in Distribution." Furthermore, the themes focused on in this research are (1) "Efficient Management
 of Channels in Network Goods" and (2) "Competition and Regulation among Channels in Network Goods."
 Regarding (1), research outcomes can be found in English journals [1], [5], [10], [11], [13], [14],
 [15], [16]. On the other hand, papers from English journals [2], [3], [4], [6], [12], and Japanese 
journal [1] are relevant from the perspective of efficient channel operation. Additionally, research
 outcomes for (2) involve English journals [7], [8], [9].

研究分野：チャネル間競争

キーワード： ネットワーク効果　チャネル間競争　垂直取引　互換性

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の研究成果は次のとおりである。まず、学術的意義としては評判の高いジャーナル（SSCI or SCOPE or 
ABDE ）に14編（英文の[1], [2], [4], [5], [6], [7], [9], [10], [11], [12], [13], [14], [15], [16]）の
論文が収録されている。また、国内学会誌には英文２編（ [3]と[8]）と、和文論文１編が収録された。一方、
本研究の社会的意義は、ネットワーク財に関する垂直的な取引関係を想定した文献はほとんど無かった。しか
し、本研究の成果がネットワーク財に関する垂直的な取引関係に新しい知見を提供したと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 携帯電話をはじめとする情報関連財は、個々の消費者が財を消費するときに得られる効用が、

当該の財の属性のみならず、同種の財を利用している他の消費者の数にも依存していることが

多い。このようなネットワ－ク効果が企業行動に及ぼす効果については経済学の分野で研究さ

れてはいるが、そこでは主に生産者が消費者に財を直接販売する状況が想定されている。しかし

ながら実際には、アップルやサムソンが生産した携帯電話機は、NTT ドコモやソフトバンクな

どの「携帯電話会社」を介して、差別化されたサ－ビスを付与した上で消費者に販売されている。

本研究では、生産者と流通業者から構成される流通チャネルを想定した上で、経済学の分野で明

らかとなったネットワ－ク財市場のメカニズムが垂直的な取引が行われる状況でも同様に成立

するのか、あるいはどのように変更されるのかを明らかにする。 

 
２．研究の目的 
 本研究では、このような互換性の有無を考慮した上で、NW財の（垂直的価格制限や経路選択

を含む）垂直的取引およびチャネル間競争について検討する。代表者である李の論文 Choi and 

Lee (2017) を契機に、本研究組織で NW 財に関する先行研究を調べたが、垂直的な取引関係を

想定した文献はほとんど無かった。その意味で独自性・創造性があると思われる。また Choi and 

Lee (2017) は、既に「垂直的分離か統合か」について従来とは異なる知見を導いており、新しい

知見が得られる可能性が高いと思われる。 

 
 
３．研究の方法 
Choi and Lee (2017) の結論は、財の同質化とネットワ－クの補完性が強く相関しているという

Hoernig (2012) の想定に依存しているかも知れない。実際、NTTとソフトバンクが提供するサ－

ビスには相違があるが（ある程度差別化されている）、ソフトバンク利用者が NTT利用者に（料

金は異なるが）電話をかけることは可能である（ネットワ－クの補完性は高い）。このことを踏

まえて我々は、Hoernig (2012) の効用関数を一般化し、財の差別化と NWの補完性を異なるパラ

メ－タとする効用関数を既に構成している(この効用関数のもとでも Choi and Lee (2017) の結論

は成立する）。本研究では、この一般化された効用関数を用いる。この工夫によって、例えば生

産者が NW の補完性の程度を設定し、流通業者が財（サ－ビス）の差別化の程度を設定すると

いうような（異なる主体が消費者の効用に影響を及ぼす）状況が分析できるようになる。 

 第 2に、Choi and Lee (2017) によれば、ネットワ－ク効果が小さい状況では、垂直的統合時の

方が、分離時と比べて、最終財価格が低く生産者利潤は多い。このことは、統合に膨大な費用が

かかるために分離を余儀なくされる状況でも、生産者は上限価格を制限することで多くの利潤

を得ることを示唆している。さらに生産者は、（閉鎖的チャネルではなく）開放的チャネル政策

を採用することによって流通業者間の競争を激しくし、価格を引き下げることもできよう。本研

究では、この種の垂直的取引制限についても検討する。 

 他方、低い流通マ－ジンのもとでは、流通業者が積極的な販売促進投資（活動）を行うとは限

らない。この種の投資が少なくなれば NW 規模も小さくなり、生産者利潤や消費者厚生も少な

くなる。流通業者による投資を促すためには、下限価格を制限してある程度の流通マ－ジンを確

保する必要があろう。本研究では、流通業者による販売促進投資への誘因提供をも考慮に入れ

て、生産者にとって望ましい垂直的取引契約について検討する。 

 もちろん、生産者またはチャネルにとって望ましいことが、消費者または経済全体にとって望



ましいとは限らない。その意味では、経済全体にとって望ましい結果を導くような公的規制を検

討する必要もある。本研究では、NW財の生産・流通について包括的に検討した上で、望ましい

公的規制のあり方についても検討する。 

 
４．研究成果 
本報告書には、研究課題「ネットワーク効果と流通におけるチャネル間競争」に対する科学研究
費（課題番号 18K01896）の助成のもとでの研究の成果は以下のとおりである。 
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